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祭. 1~2 Il\m 大の白色小結節lì ， 青色光で励起されお色蛍光を黙し
た.迅速病理診断で播撞巣と線認.出発巣のみの切除を路行した.61
才立:悦上下築関に跨り存在した勝惑の局在は鵜膜から浅見される
赤色蛍光で確認できた.胸水，搭援はないが梅校洗浄総!翠診dass
V，強襲以外の腕践に異常蛍光を後知できなかった.2例とも街設経
過t:問題はなかった. [結論1ALAをmし、たPDDI土手艇やの騒磁の
局在，胸膜浸潤・接種の宥無などの腕癌の広がりの診樹にとってイi
揺な一つの補助手段となりうる.転移リンパ節;奇定への応用も期待
できる.
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